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町の人　口
（43．1月＊現在）

人　口　29，883
男　　14，912
女　14，971

世帯数　6，926
前月との比較

2月20日（－968）
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楠集人　広報締築委員会（企画室内）　印刷所　冷牟田印刷合資会社　電話（代表）⑳0536

2　月　の納税

2月は固定資産税第4掴分の納税月です。

お手もとの納付書で遠賀信用金庫（役場）

行へお納めください。

納期は2月29日までです。

発行所　福岡県遠賀郡水巻町役場

昨
年
十
二
月
に
開
催
さ
れ
た
昭
和
甘

十
二
年
第
六
回
定
例
議
会
に
お
い
て
、

昭
和
四
十
一
年
度
決
算
が
認
定
さ
れ
ま

一
般
会
計
は
歳
入
四
億
一
千
二
百
一

扶
助
費
、
公
債
費
等
の
経
常
的
支
出
の

増
大
を
押
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

て
い
ま
す
Ｊ

四
三
年
度
決
算
竃
人
件
費
、
陳

助
費
、
公
債
費
の
義
務
的
絶
頂
歳
出

の
四
十
二
％
を
占
め
て
お
り
ノ
こ
れ
に

物
件
費
を
加
え
た
経
常
的
支
出
額
と
歳

に
比
べ
そ
れ
ぞ
れ
つ
ぎ
の
と
お
り
低

下
し
て
い
る
こ
と
。

1
町
民
税
　
　
　
二
〇
％

2
固
定
資
産
税
．
霊
∵
ニ
％

3
晦
日
勤
務
税
　
葺
八
％
．

4
鉱
産
税
　
　
　
〇
、
九
％

三
国
膵
支
出
金
の
内
訳
・

十
四
万
円
、
歳
出
三
億
七
千
九
百
十
一

万
円
、
翌
年
度
へ
の
繰
越
鶴
三
千
三
百

十
四
万
円
と
一
応
黒
字
決
算
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
凶
十
年
度
か
ら
の

繰
越
額
四
千
三
百
九
十
一
万
円
を
の
ぞ

く
単
年
度
会
計
で
は
赤
字
と
な
っ
て
お

り
、
い
よ
い
よ
苦
し
く
な
っ
た
町
財
政

人
の
中
の
自
主
財
源
と
の
割
合
は
八
十・

一

七
％
と
聖
篭
ま
す
。
こ
の
率
を
経

常
収
支
率
と
い
綜
財
政
や
り
く
り
の

一
つ
の
指
標
と
し
ま
す
が
、
全
国
の
町

村
が
ほ
と
ん
ど
七
十
五
～
八
十
五
％
の

中
に
あ
る
こ
と
か
ら
み
る
と
、
水
巻
町

が
特
に
惑
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
し
か
室

生
自
由
に
な
る
財
源
が
自
主
財
源
の

い
う
こ
と
は
、

税
収
が
激
減

一
鉱
閉
山
の
影
響

昭
和
四
十
一
年
度
決
算
に
表
わ
れ
た

特
徴
は
、
日
炭
這
閉
山
の
影
響
が
歳

入
面
に
は
っ
き
り
と
表
わ
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
歳
入
の
う
ち
町
税
収
入
額

は
、
・
歳
入
総
額
の
二
十
四
％
一
億
十
七

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
額

は
、
昭
和
三
十
四
年
度
か
ら
三
十
六
年

度
ご
ろ
の
町
税
収
入
額
よ
り
や
や
少
な

い
額
で
あ
牲
い
か
に
町
財
政
が
悪
化

し
た
か
が
う
か
が
え
ま
す
。

こ
の
町
税
の
個
々
の
変
化
は
菱
川
の

と
お
り
で
、
こ
の
表
に
は

1
炭
界
不
況
の
影
響
で
し
だ
い
に
減

っ
て
は
い
た
も
の
の
、
い
ぜ
ん
町
税
収

入
に
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
て
い
た

鉱
産
税
が
二
鉱
閉
山
に
よ
っ
て
大
幅

な
減
少
を
み
せ
た
こ
と

2
農
地
、
雑
種
地
の
宅
地
化
、
家
屋

の
新
築
等
で
四
十
年
度
に
は
∵
時
伸
び

を
み
せ
て
い
た
固
定
資
産
税
が
、
蒜

施
設
の
撤
去
に
よ
り
ま
た
減
少
し
た
こ

．

1
し

3
個
人
所
得
の
伸
び
で
増
化
す
べ
き

町
民
税
が
、
人
口
の
流
出
に
よ
り
伸
び

率
が
鈍
化
し
て
い
る
こ
と

4
⑧
と
間
理
由
で
た
ば
こ
消
費
税
が

減
少
し
て
い
る
こ
と

5
一
鉱
分
の
電
気
ガ
ス
税
が
減
少
し

た
こ
と

等
が
は
っ
き
り
表
わ
れ
、
目
顔
問
題
が

町
税
収
入
面
に
与
え
た
影
響
が
大
き
い

こ
と
が
よ
み
と
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
減
少
し
た
町
税
に
替
り

地
方
交
付
税
が
増
額
さ
れ
て
い
ま
す

が
∵
こ
の
二
つ
を
通
常
自
主
財
源
と
い

い
四
十
一
年
度
で
は
歳
入
の
六
十
一
％

二
億
五
千
万
と
な
っ
て
い
ま
す
。

義
務
的
経
費
の

増
大
に
な
や
む

一
方
歳
出
面
で
は
、
年
々
複
雑
化
す

る
行
政
に
比
例
し
て
増
大
す
る
事
務
恵

を
事
務
改
尊
等
で
消
化
し
、
極
力
定
点

の
増
加
を
押
え
て
い
て
も
給
与
改
定
に

よ
り
増
え
る
人
件
費
、
物
価
上
昇
に
つ

れ
増
加
す
る
物
件
費
、
社
会
状
勢
を
反

映
し
、
前
年
度
よ
り
二
十
六
％
増
え
た

す
べ
て
の
革
業
が
国
庫
支
出
金
、
町
債

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
実
状
を
現
わ
し

て
い
ま
す
。

こ
の
現
状
の
中
で
重
点
的
に
支
出
さ

れ
た
も
の
は
、
普
通
建
設
事
業
に
七
千

四
百
万
、
鉱
害
復
旧
事
業
に
千
七
百

万
、
失
業
対
策
事
業
に
壬
ハ
百
万
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
苦
し
い
中
か

ら
国
民
健
康
保
険
事
業
と
上
水
道
事
業

に
そ
れ
ぞ
れ
税
率
、
料
金
を
上
げ
な
い

た
め
に
千
九
百
万
円
が
繰
出
さ
れ
て
い

ま
す
。お

も
な
歳
入
歳
出

こ
の
ほ
か
こ
の
決
算
に
み
ら
れ
る
主

な
こ
と
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。

歳
　
入

ｌ
一
、
町
税
収
入
率
が
円
炭
退
職
者
の
増

加
、
営
業
の
不
振
等
で
、
四
十
年
度

1
緊
急
就
労
憲
へ
　
七
二
八
万
円

2
町
住
建
設
軍
楽
へ
　
六
六
六
万
円

3
南
中
、
町
住
鉱
寮
復
旧
革
業
へ

七
七
一
万
円

4
義
務
教
育
補
助
　
三
五
五
万
円

5
そ
の
他
　
　
　
　
六
五
五
万
円

、
町
債
内
訳

1
緊
急
就
労
事
業
債
⊥
0
0
万
円

2
町
住
建
設
事
業
債
　
堕
ニ
〇
万
円

3
猪
熊
小
、
南
中
用
地
艮
収
債

三
九
〇
〇
万
円

4
町
民
会
館
等
用
地
買
収
債

九
〇
〇
万
円

歳
　
出

織
出
総
革
二
億
七
千
九
百
十
一
万
円

は
、
四
十
年
度
よ
り
一
〇
、
三
％
の
増

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
容
の
主
な
も

の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

∴
議
員
、
職
員
、
行
政
各
委
員
の
人

件
費
は
、
四
十
年
度
よ
り
二
、
〇
二

四
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

人
事
院
勧
告
に
よ
る
六
、
九
％
の
引

き
上
げ
分
と
、
定
期
昇
給
に
ょ
る
も

の
で
す
。

三
物
件
費
　
四
十
年
度
よ
り
一
九
％

七
五
七
万
円
が
増
加
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
物
価
値
上
り
に
よ
る
常

用
費
の
増
加
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。

三
、
維
持
補
修
費
　
四
十
年
度
よ
り
三

％
増
え
て
い
ま
す
が
、
修
繕
原
材
料

値
上
り
に
よ
る
も
の
で
、
内
訳
は
つ

ぎ
の
と
お
り
で
す
。

1
退
路
橋
梁
補
修
　
七
〇
二
万
円

2
河
川
補
修
　
　
四
六
五
万
円

3
町
営
住
宅
補
修
　
這
ｌ
一
万
円

4
小
学
校
補
修
　
一
七
五
万
円

5
中
学
校
柿
修
　
一
六
〇
万
円

6
町
民
会
館
等
一
二
七
万
円

輿
扶
助
費
　
四
十
年
度
よ
り
二
六
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

警
世
．
′

費
と
、
小
か

。、．肺
に
よ
る
児
意
措
毘

児
童
生
徒
扶
助
費

負
担
金
　
　
　
　
三
二
万
日

5
そ
の
他
　
　
二
七
三
九
万
円

3
猪
熊
小
．
訂
畏
三
ひ
九
万
円

∵
五
〇
九
万
円

の
増
加
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

杢
補
助
費
等
内
訳

1
遠
賀
郡
四
町
伝
染
病
院
趨
設
負
担

金
　
　
　
　
　
蚕
三
万
円

2
中
間
市
遠
類
郡
囲
町
辞
境
衛
生
施

設
組
合
負
担
金
　
二
二
九
万
日

3
城
川
水
利
組
合
負
担
金
八
五
万
日

4
逮
賀
養
老
施
設
組
合
他
民
生
関
係

空
協
遠
投
貰
′
腰
儀
↑

三
事
八
万
円
、
単
独
寮
墾
ハ
、
○

収
二
二
ハ
堕
方
円

鵬
現
収
九
一
五
万
日

八
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
四
十
年
度

よ
り
六
八
、
九
％
三
、
0
0
0
万
円

が
増
加
し
て
い
ま
す
ｕ

内
訳

1
町
営
住
宅
建
設
一
、
三
七
八
万
日

2
道
路
橋
架
河
川
新
設
改
良

用
地
凰
収
　
八
三
が
円

。
蔓
ハ
〇
万
円

住
鉱
害
復
旧
五
七
一
万
円

害
復
旧
∴
〇
二
一
万
円

旧
蟄
　
　
　
九
九
万
日

（表1）町税収入の推移

町　民　税
／

ヽ　　　　　　　　　／一

ヽ

＼、開定資鹿税

たばこ消費税

鉱　産　税

、＼、電気ガス税

、一一一一一

＿＿＿＿→＿＿＿＿＿一一一一一一一一軽自動車税

給
付
費
の
増

大
に
な
や
む

国
民
健
康
保
険
事
業

医
療
方
法
の
発
達
、
席
単
価
の
薬
品

使
用
例
の
増
加
な
ど
で
、
保
険
給
付
費

の
増
大
が
い
ち
ぢ
る
し
ぺ
め
だ
っ
て
い

ま
す
。
こ
こ
数
年
毎
年
度
約
三
〇
％
づ

つ
増
加
す
る
給
付
費
は
、
本
年
度
も
前

年
度
に
比
べ
約
一
千
万
円
の
増
三
壬
ハ

百
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
本
革
共
会
計

を
圧
迫
す
る
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
税
も
前
年
に
比
べ
約
二
百
万
円

増
え
て
い
ま
す
が
、
保
険
給
付
費
の
増

加
と
は
比
較
に
な
ら
ず
、
苦
し
い
車
楽

運
営
Ｌ
Ｌ
な
っ
て
い
ま
す
。

源
水
費
用
だ
け
で
赤
字

上
水
道
事
業

離
水
を
中
間
市
か
ら
購
入
し
て
給
水

率
業
を
行
な
っ
て
い
る
本
事
業
は
、
源

水
の
単
価
に
よ
り
財
政
革
情
嘉
大
き
く

左
右
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
型
甚
旦

し
な
い
以
上
、
単
な
る
企
其
経
営
の
倉

聖
憲
ど
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
を

含
ん
で
お
り
、
苦
し
い
格
営
状
態
が
椀

く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
も
予
想
さ
れ
ま

す
。

ノ
　
生
活
資
金
融
通
事
業

一
人
当
り
の
貸
付
限
度
額
が
八
月
ま

紺
帥
報
醜
馳
維
亀
1
鋸
招
川
桁
帯
締

水
道
料
金
収
入
は
千
九
百
万
円
し
か
な
し
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

針
雛
親
指
　
農
業
共
済
事
業

っ
て
い
旦
㌔
こ
の
赤
字
は
、
そ
れ
で
　
料
別
な
腐
喪
運
営
を
行
な
う
事
例
も

な
く
て
も
苦
し
い
一
般
財
源
か
ら
繰
入
な
く
、
農
作
物
に
四
万
円
、
家
畜
に
二

れ
て
補
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
間
闇
万
円
の
支
出
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

唯

一
一

単相千Ｉｒ】

昭和41年度国民健康保険事業決算
歳　　　　出歳　　　　入

予算糖！決算街

．、旦406

36，888

3，841

38，831

：：＝急二五

区　分ｌ予鋸中決酎中［区　分

軋＿塑　」　軋

保険給付費

保険施設費

公　　憤　　紫

紺　支　出　金

予　　備　　費

12，660

46

26，997

144

3

2，914

245

4，294

47，303

12，118

20；

24，3惑

2

1

国民健康保険税

理即料及び手哩

」型＿厘支出金

用　支　出　金

財　産　収　入

▼埠　入⊥金＿

諸　　収　　入

繰　　越　　金

歳　入　合　計

昭和41年度上水道事業決算
歳　　　　入　　　　　　　　　　歳　　　　出

区　　　 分 ー予 欝 甑 恒 湖 中 ［ 区　　 分 一予 算 舶 ｉ決 算 衡

使用料及び手数料
19：257 1 19，793 ｌ

総　　 務　　 賛　　 33，871　　 33，190

言屠　　 収　　 入 718 1，055 ［・公　 僻　 費 3，720　　　　 3‾，719

繰　　 入　　 金 16，045
ｌ

16，045 予　　 備　　 費　　　　　 7
（

繰　　 越　　 金 1，578 ，　 1，578 ｌ
】 「‾1ｒ

［
［

歳　 入　 合　 計
「‾▼▼▼‾一一‾槍ｒ－－ ‾‾．．．．・

37，598 ｌ　 38，471 ，，嫡　 出　 合　 計 37，598 ！　 36，909
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こ
と
し
の
三
月
一
日
現
在
で
、
逮

挙
入
違
に
も
れ
た
人
、
転
入
や
新

成
人
で
新
ら
し
く
選
挙

権
が
で
き
た
人
を
登
録

し
ま
す
。

登
録
す
る
に
は
本
人

の
申
し
出
が
必
要
で

す
。
本
人
の
申
し
出
が

な
い
と
、
遍
挙
管
理
委

員
会
で
は
か
っ
て
に
登
録
で
き
ま
せ

ん
。

昨
年
の
町
の
選
挙
で
、
選
挙
人
名
　
挙
管
理
委
員
会
（
役
場
）
に
申
し
出

簿
か
ら
も
れ
て
い
て
投
票
で
き
な
　
で
く
だ
さ
い
。

三
月
一
日
ま
で
に
お
忘
れ
な
く

選
挙
人
名
簿
登
録
の
申
し
出

転
入
者
や
も
れ
て
い
る
人

か
っ
た
人
や
つ
ぎ
の
こ
と
に
按
当
す
　
三
月
一
日
現
在
の
選
輩
入

る
人
は
、
必
ず
三
月
一
日
ま
で
に
遥
　
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
権
利

の
あ
る
人

○
昭
和
四
十
二
年
十
二
月
一
口
以

前
か
ら
引
き
続
い

て
本
町
に
居
住

し
、
昭
和
二
十
三

年
三
月
二
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
。

※
な
お
、
七
月
に
予
定

さ
れ
て
い
る
参
議
院
議

見
通
常
連
挙
は
、
三
月
一
口
現
在
で

調
製
し
た
名
簿
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

識
　
町
議
会
は
、
士
二

聖
人
肯
最
大
給
水
量
を
京
〇
月
の
給
与
を
八
月
音
か
ら
改
正
し
、

月
十
苦
か
ら
昭
和
リ
ッ
ト
ル
か
ら
二
五
〇
リ
ッ
ト
ル
と
す
本
町
の
場
合
も
こ
れ
に
な
ら
っ
て
這

四
十
二
年
墾
ハ
回

執
議
会
を
、
一
月

建

七
日
か
ら
昭
和
四
十

三
年
第
一
回
臨
時
議

会
を
開
催
、
昭
和
四

十
一
年
度
決
算
の
響

定
（
一
面
掲
載
）
そ

の
他
の
二
十
五
案
件

義
し
ま
し
た
。

す．きと記■Ｐる
る　2　　Ｃ

。給
水
人
1コ

萱

職
々
且
等
の
給
与
を
改
正
し
た
も
の

0
0
0
人
と
で
、
町
長
、
助
役
、
収
入
役
、
教
育

長
、
諸
点
等
特
別
職
の
給
与
・
報
酬
も

3
南
部
地
区
に
送
水
管
を
新
設
す

る
。4

遠
配
水
管
を
増
設
す
る
。

町
長
・
議
員
・
職
員
等

の
給
与
・
報
酬
の
改
訂

上
水
道
事
業

の
拡
張
計
画

ノ

ノ

7

ノ

′

ノ

水
巻
町
の
上
水
蓬
莱
は
公
営
住
宅

の
建
設
、
団
地
の
造
成
、
慮
庚
地
摸
興

計
画
に
よ
る
工
場
の
誘
置
計
画
な
ど
、

今
後
急
激
な
給
水
崖
の
増
大
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
．
昭
和
三
十
七
年
に
決

め
ら
れ
た
給
水
計
画
で
は
こ
の
需
用
を

ま
か
な
う
こ
と
が
不
可
態
な
見
通
し
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
た
め
つ
ぎ
の
拡
帳

計
画
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

一
月
の
議
会
で
一
般
職
々
員
、
単
純

な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
・
町
長
・

助
役
・
収
入
役
・
教
育
長
・
議
員
な
ど

特
別
職
々
負
の
給
与
・
報
酬
な
ど
の
改

正
案
が
審
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

争
議
轡
蓬
で
制
植
さ
れ
て
い
る
公

務
員
の
給
与
は
、
．
民
間
給
与
と
の
格
差

が
五
％
以
上
開
い
た
と
き
は
そ
の
是
正

を
人
事
院
が
政
府
に
勧
告
す
る
こ
と
に

法
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
今
年
度
は
四

月
一
目
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
六
・
九
％
を

引
き
上
げ
る
よ
う
勧
告
が
な
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
勧
告
に
よ
り
政
府
は
国
家
公
務

こ
れ
に
準
じ
た
も
の
で
す
。

固
定
費
産
評
価

審
査
委
員
の
選
任

固
定
資
産
評
価
委
属
会
委
員
に
、
十

二
月
二
十
三
日
で
任
期
か
満
了
し
て
い

た
森
田
孝
雄
氏
（
頃
末
）
が
再
任
さ
れ

ま
し
た
。

委
艮
会
の
構
成
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。白

石
陽
逸
委
員
（
吉
田
二
）

森
田
孝
男
委
員
（
頃
未
）

神
氏
民
雄
委
員
（
机
社
宅
）

頃
末
小
改
築
工

事
な
ど
の
契
蘭

頃
末
小
学
校
防
音
鉄
筋
改
築
第
一
期

工
事
と
、
み
ず
ほ
団
地
畢
一
次
造
成
工

番
の
請
負
契
約
か
つ
ぎ
の
と
お
り
に
穣

生
き
木
・
経
済
委
員
ｒ
会
・
一

新
年
度
予
算
審
議
を
ひ
か
え

町
内
全
域
で
意
見
聴
取
会

一．‥－1－一～

銭
金
は
四
十
三
年
度
予
算
嘉
を
担

え
て
二
十
一
日
か
ら
各
委
員
会
が
開
催

さ
れ
る
予
定
で
．
活
発
な
動
き
を
み
せ

は
じ
め
ま
し
た
。

土
木
経
済
蚕
貞
会
で
は
、
蚕
貞
会
開

催
を
前
に
、
町
民
の
人
々
の
声
を
直
接

き
竜
よ
り
よ
く
町
政
に
反
映
さ
せ
よ

う
と
町
内
会
域
に
わ
た
り
土
木
経
済
行

し
た
。こ

の
意
見
聴
取
会
に
は
各
地
区
か
ら

鉱
害
な
ど
に
対
す
る
基
本
的
な
意
見

や
、
足
も
と
道
路
．
排
水
路
の
盤
傍
な

ど
生
活
環
境
の
問
題
な
ど
に
対
し
て
百

二
十
項
目
に
わ
た
る
要
望
が
だ
さ
れ
、

土
木
経
済
委
員
会
は
こ
の
な
ま
の
要
望

を
新
年
度
予
算
に
生
か
す
よ
う
現
在
選

考
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

久
保
田
収
入
役
任
期
満
了

後
任
　
に

収
入
役
久
保
田
勝
馬
氏
は
十
二
月
二

十
五
口
で
任
期
が
満
了
、
こ
れ
に
と
も

な
い
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

大

貝

氏

後
任
に
は
大
貝
寿
丸
氏
（
前
財
政
課

課
長
）
が
二
月
言
付
で
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｌ

決
さ
れ
ま
し
た
。

∵
頃
未
小
学
校
防
音
鉄
筋
改
築
第
一

期
工
事

1
契
約
の
方
法

指
名
競
争
入
札
に
よ
る
契
約

2
契
約
金
額

三
千
七
百
三
十
四
万
四
千
円

3
奥
約
の
相
手

東
洋
建
設
工
業
株
式
会
社

4
工
期

ｌ
昭
和
四
十
二
年
十
二
月
一
口
か
ら

昭
和
四
十
三
年
三
月
三
十
一
Ｈ
ま

で

三
み
ず
ほ
団
地
第
一
次
敷
地
造
成
工

串1
奥
約
の
方
法

指
名
競
争
入
札
に
よ
る
契
約

2
契
約
金
額

三
壬
ハ
百
四
十
万
円

3
契
約
の
相
手

東
洋
建
股
工
業
株
式
会
社

4
工
期

昭
和
四
十
二
年
十
月
二
十
日
か
ら

昭
和
四
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま

でそ
　
の
他
の

審
議
事
項

∵
遠
賀
郡
内
各
町
消
防
相
互
応
援
協

定
の
締
結
に
つ
い
て

三
水
巻
町
工
場
誘
致
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

三
水
巻
町
潜
掃
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

輿
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職

員
の
公
務
災
嘗
補
償
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

五
、
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
学
校
教
職
員
に
関
す
る
も
の
）

六
、
清
掃
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一税の申告受付相
町民会館で28・29・1日

－申告もれは損をしま

る
の
に
申
告

を
し
な
い

と
、
各
種
の

控
除
が
認
め

ら
れ
な
く
な

り
嶺
を
し
ま

す
。
申
告
も

申
告
を
す
※
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
で

る
義
務
が
あ
　
申
告
受
付
相
紋
日
に
盟
ロ
さ
れ
な
い

所
得
税
、

事
業
税
、
町

民
税
な
ど
の

申
告
受
付
相

政
が
つ
ぎ
の

と
お
り
行
な

わ
れ
ま
す
。

5
給
与
（
俸
給
・
年
金
）
所
得
の
あ

る
人
で
他
の
所
得
が
五
万
円
以
上

あ
る
人

6
給
与
を
二
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て

い
る
人
で
、
従
た
る
給
与
と
他
の

所
得
の
合
計
が
五
万
円
以
上
あ
る

人

れ
の
な
い
よ
う
に
ど
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
所
得
税
、
革
業
税
、
町
民
税
の
申
告

受
付
日
程

2

月

2

8

日

ク

2

9

日

3

月

ｌ

Ｈ

時
間
　
9
時
3
0
分
か
ら

1
5
時
ま
で

場
所
　
町
民
会
館

◎
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

つ
ぎ
の
所
得
の
あ
る
人
は
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

、
1
事
業
所
得
の
あ
る
人

2
不
動
産
所
得
の
あ
る
人

3
農
業
所
得
の
あ
る
人

4
譲
渡
所
得
の
あ
る
人

人
は
、
三
月
十
五
日
ま
で
に
税
務
所

・
財
務
事
務
所
、
役
場
に
、
直
接
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
所
得
税
の
申
告
を
さ
れ
る
人
は
、

事
業
税
、
町
民
税
の
忠
碁
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

固
定
資
産
税
課

税
台
帳
の
従
覧

三
月
一
日
～
二
十
日

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
を
三
月
一
目

か
ら
三
月
二
十
日
ま
で
の
間
、
役
場
で

お
見
せ
し
ま
す
。

自
分
の
資
産
が
ま
ち
が
い
な
く
登
録

㌣
れ
、
適
正
な
評
価
が
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
た
し
か
め
て
く
だ
さ
い
。
期
間

中
の
閲
覧
料
は
無
料
で
す
。

無
料
巡
回
交
通
事
故
相
談

二
月
二
十
三
日
折
尾
公
民
館

交
通
事
故
に
関
係
し
て
因
っ
て
い
る

人
の
た
め
に
「
巡
回
交
通
郵
政
相
談
」

が
閃
か
れ
ま
す
。

加
害
者
、
被
賓
者
と
も
事
故
の
菌
後

処
理
な
ど
で
囲
っ
て
い
る
人
は
ご
え
ん

り
ょ
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

専
間
家
が
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
ま

す
。

て
日
時
　
二
月
二
十
三
日

九
時
か
ら
士
ハ
時
ま
で

二
場
所
　
八
幡
区
折
尾
公
民
館

身
体
障
害
者

職
業
訓
練
生
募
集

福
岡
身
体
障
害
者
職
業
訓
練
所
で
つ

ぎ
の
と
お
り
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

募
集
人
員

洋
服
工
＝
二
十
人
　
洋
裁
工
日
二
十

人
　
謄
写
印
刷
工
＝
二
十
人
　
義
肢

装
具
工
＝
十
人
　
印
牽
彫
刻
工
＝
十

五
人
　
事
務
員
＝
二
十
人
　
理
容
属

＝
二
十
人

事
集
期
間
　
二
月
二
十
九
日
ま
で

※
応
募
資
格
、
手
続
き
等
く
わ
し
い
こ

と
は
公
共
職
業
安
定
所
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

ハ
ン
タ
ー
の
み
な
さ
ん
へ

残
火
薬
に
ご
注
意

ハ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
、
楽
し
か
っ
た

狩
猟
期
間
も
終
り
ま
し
た
。
佃
ｌ
葦
使

い
残
り
の
火
薬
類
の
取
り
扱
い
や
保
管

の
誤
り
か
ら
死
亡
率
故
な
ど
が
お
き
て

い
ま
す
。
つ
ぎ
の
こ
と
に
十
分
注
意
を

し
て
、
事
故
を
防
い
で
く
だ
さ
い
。

1
使
い
残
り
の
火
薬
類
は
、
猟
友
会

な
ど
で
一
括
し
、
火
薬
店
、
火
薬
庫
に

俵
問
を
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。
一
年
間

は
自
宅
に
保
管
し
て
も
違
反
に
は
な
り

ま
せ
ん
が
、
盗
ま
れ
た
り
、
子
と
も
が

も
ち
出
し
た
り
し
て
、
暴
発
事
故
や
事

件
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

2
銃
の
手
入
れ
は
、
ま
わ
り
の
安
全

を
よ
く
確
か
め
た
う
え
で
行
な
っ
て
く

だ
さ
い
。

3
銃
は
カ
ギ
の
か
か
る
安
全
な
と
こ

ろ
に
タ
マ
と
別
々
に
保
管
し
て
く
だ
さ

ヽ
Ｊ
 
Ｏ

′
Ｖ

琵
抽
入
寮
生
雲

福
岡
県
講
和
記
念
奨
学
会
で
は
東
京

の
学
生
寮
の
入
寮
生
募
集
を
つ
ぎ
の
し
し

お
り
行
な
っ
て
い
ま
す
。

∵
資
格
　
昭
和
四
十
三
年
度
に
東
京

ま
た
は
そ
の
近
郊
の
大
学
に
あ
ら
た

に
入
学
す
る
人
で
、
両
親
が
福
岡
県

内
に
一
年
以
上
居
住
し
て
い
る
人
。

三
申
し
込
み
期
間

三
月
十
五
日
ま
で

三
、
寮
の
所
在
地

男
子
寮
　
東
京
都
臼
品
区

女
子
寮
東
京
都
中
野
区

輿
経
費

音
二
食
で
月
約
七
ｌ
千
五
百
円

五
、
申
し
込
み
先

福
岡
市
大
神
一
の
一

県
庁
内
福
岡
県
議
和
記
念
奨
学
会

郵
務
局

安
部
五
百
子
　
入
江
文
枝
　
入

江
華
子
（
以
上
立
屋
敷
）
　
千
々

和
ユ
キ
エ
（
伊
佐
座
）
　
河
村
コ

ノ

エ
（
上
二
）
　
大
木
稔
延
　
三

隅
佳
子
（
以
上
上
二
町
住
）
　
入

江
革
枝
　
登
沢
ト
ナ
ヱ
　
入
江
ウ

メ
ノ
　
嶺
ヨ
シ
子
　
豊
沢
伝
三
（

以
上
下
二
）
　
吉
良
英
人
　
田
中

和
子
　
岡
田
光
子
（
以
上
下
二
町

住
）
　
井
上
キ
ヨ
ミ
　
今
井
節
子

島
津
芳
信
　
酒
井
し
ず
え
　
霊

木
幸
子
　
川
上
ミ
ツ
　
近
蘭
照
代

（
以
上
吉
田
一
）
　
宮
田
率
博

坂
梨
サ
カ
エ
　
比
藩
国
子
　
松
尾

徳
之
祐
　
城
島
ミ
サ
ノ
　
赤
鼻
千

工
子
　
和
田
ト
シ
　
商
橋
満
子

輪
竹
千
代
子
　
白
石
キ
ヨ
ノ
　
柳

瀬
房
之
助
　
安
田
文
子
（
以
上
宮

田
二
）
　
五
島
利
子
　
宮
村
又
男

吉
村
ミ
エ
子
　
松
尾
エ
ミ
子

松
尾
笛
士
松
　
大
住
バ
ツ
ヨ
　
菊

地
ゆ
か
り
　
小
林
一
老
（
以
上
吾

あ　り　が　と　う

ご　ざい　ま　し　た

町ぐるみ献血運動へ？ご協力
不率な病気の人のための「町ぐるみ献血運動」

に参加、健康な血液を提供していただいた次の方

々に（敬称略）に厚くお礼申し上げます。

〟
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日本棋院遠賀
支部　設立申

遠賀郡、中間市、折尾地区の

囲碁愛好者の中心となる日本棋

院遠盤支部が、町公民館の後援

で場末（頃未小前、杜材木店内

に新築中）に設立されます。

会月の入会申し込みをつぎの

ころで受けイ直すています。囲

「て：ぎフアンの方はどうぞ。

桂連絡所　頃未　電㊥0167

久良木連絡所　頃大　電㊥0820

今井連絡所　役場内　電㊥0631
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